
 いじめについて考える日 

令和６年 6月 17日（月） 

 朝活動の時間に、全校でいじめについて考えました。今回は『二番目の悪者』という絵本の読

み聞かせをした後、各学級で登場人物のどんな行動がいじめにつながるかを考えました。 

子どもたちからは、うそを広めた金のライオンが１番悪い、うわさを広めた動物たちは2番目

に悪いという意見が出ましたが、「動物たちは悪気があってうわさを広めたわけではないよね」

という教師の問い返しに、子どもたちは真剣に考えていました。また、噂話を聞いたとき、確か

めずに広めてはいけない、真実であるかどうか確かめることが大切だという意見も出ていまし

た。どんな時も、相手を思いやる気持ちが大切であると多くの児童生徒が実感した時間となり

ました。 


